
令和　 元 年 7 月 12 日

地区名 （ ） ）

令和 年 7 月 ９＆１１日 時 分～ 時 分

338 名

開催団体名

とその人数 8 名

　「この漫画知ってる」と言いながら、チラシを読んでくれる生徒たちもいた。

　例年なら、社明くんの登場で、南門付近はたいそうな盛り上がりになるが、今年は

２．第１２回下鴨中学校キャンペーン　７月１１日（木）１２：４５～１３：３０　対象約２００名

　小雨の中、社明くん登場を諦め、川見、佐伯保護司、更女の前保護司前堀さん、新任

　の和田保護司の奥さんも参加で、出来たばかりの”あきまへんチラシ”とボールペンを

　声掛けをしながら、南北校門等で、下校、掃除やクラブ準備の生徒たちに配布。

　実感した。　１２回目で初めての小雨の中での決行となった。

３．第６回葵小６年生キャンペーン　７月１１日（木）１４：００～１４：３０　６９名＋先生３名

　１組の教室で、社明くん登場とともに、佐伯保護司、前堀さんが　”あきまへんチラシ”

　と消しゴムを配り、宮崎保護司が、保護司、社明について、またチラシを見ながら、

　薬物乱用の話を皆にした。１０分後に、社明くんが掛見保護司の誘導で移動し、２組
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今年度は、地区の保護司の減少もあり例年の北大路洛北高校交差点での街頭キャン

ペーンも取りやめ、小雨決行の社明くん登場を諦めた上での下鴨中学のキャンペーン

であったが、着ぐるみを着ない川見保護司、市原野地区の佐伯保護司、更女前堀さん、

和田夫人という多くの助けを得て、意味深い２日間を終えることができた。　同時に毎

年、下中、葵小、下小の先生方と連携を持てることにも感謝している。

　に行き、喜びを感じてくれていたのが嬉しかった。

　静かな声掛けとなったのが残念だった。　やはり、社明くんの威力は素晴らしいと

　に入るや否や、大変な歓声の歓迎を受けた。　それまで村上が　掛見保護司に配布

　頂いたチラシを見てもらいながら、薬物乱用の小中校の現状を説明していた時とは、

　打って変わって、賑やかな雰囲気となり、社明くんを中心とした質問コーナーとなった。

　遅れて２組に合流した特別学級の２生徒のうち１人は、前に居る社明くんに握手し

下鴨中学校生、下鴨・葵小学校６年生との学校キャンペーン　対象者　３２８名

１．第５回下鴨小６年生キャンペーン　７月９日（火）１４：２０～１４：４５　　５３名＋先生３名

　社明くんが待つ下鴨ホールに、６年生は各々歓声をあげて入室、着席し、宮崎保護司

　が、前もって用意した紙材をホワイトボードに貼りながら、保護司、社明運動や、

　その作文依頼について、また、”あきまへんちらし”についてもお話をした。

　質問にも丁寧に応じ、終了後　社明くんの周りに皆が寄ってきて楽しんでいた。
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葵・下鴨

１．宮崎、掛見、川見、村上　　３．宮崎、掛見、川見、佐伯、村上　

２．宮崎、掛見、和田、村上,（松ヶ崎）山田、八竹、      川見、佐伯

２．更女：　前堀さん、 和田夫人　　３．更女：前堀さん
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１．9日 下鴨小学校　２．１１日　下鴨中学校　３．１１日　葵小学校

合計

内保護司


